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（１）はじめに 

平成 23 年 3 ⽉に発⽣した東⽇本⼤震災に伴う津波

では、東北地⽅の沿岸域を中⼼として各地に甚⼤な被

害を及ぼしました。⼀⽅、内閣府による津波浸⽔想定

では、南海トラフ巨⼤地震により最⼤クラスの津波が発⽣した場合、特に、静岡県や和

歌⼭県、⾼知県の沿岸部は、震源に近く障害物もないため、最も早い津波到達時間は地

震発⽣から 5〜10 分程度後と推定されています。このような最⼤クラスの津波到達時

間が特に早い地域では、浸⽔想定区域内の地域住⺠が⾼台等の避難所・避難場所まで避

難するための⼗分な時間が確保できないことから、津波避難タワー等の整備が検討され

ているところです。 

避難施設整備を計画したとしてもこれらの整備には

数年以上の期間を要します。施設完成までに津波が襲

来した場合の暫定的・代替的な避難⼿法や、避難計画

どおりの避難が間に合わなかった場合の緊急的な退避・脱出⼿段等についても検討を⾏

っておくこと重要です。さらに、東⽇本⼤震災の教訓を踏まえれば、施設の計画規模を

超える災害は発⽣してしまうことを前提に考え、超過規模へも対処しておくことが⼈命

保護の観点からとても重要です。これらは、津波だけではなく、多くの避難者の発⽣が

想定される利根川・荒川流域等の低平地における避難計画において重要な考え⽅となり

ます。さらに、今後、地球温暖化に伴う気候変動により、極端な降⽔がより強く、より

頻繁となる可能性が⾮常に⾼いことが、IPCC1の報告書にも⽰されています。 

このような現実を直視し、最⼤クラスの津波、洪⽔に対しては、施設では守りきれな

いとの危機感を共有し、地域が主体的に連携して対応することが必要です。超過外⼒へ

の対処が必要な状況を「新たなステージ」と捉え、「想定外」の事態をなくすべく不断

の取り組みを⾏っていく必要があります。 

そこで、沿岸域や直轄河川沿川など、津波や洪⽔が

発⽣した場合に壊滅的な被害が想定され、かつ到達時

間が早く避難のための⼗分な時間が確保できない地域

                                                 
1 IPCC：Intergovernmental Panel on Climate Change（気候変動に関する政府間パネル） 
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を対象とし、「なんとしても⼈命を守る」ことを⽬標に、全国の地域で取り組まれてい

る先進的な避難⼿法検討事例や、幅広い分野からの新技術・設備・装備の事例を収集・

整理し、ホームページ等で広く周知していくことを⽬的として、「⼤規模⽔災害時の避

難⼿法検討会」が設置されました。 

 

 

 

 

 

（２）避難⼿法検討ガイドブック 

１）地域における避難⼿法検討の重要性 

⼤規模⽔災害時には、地震発⽣直後の津波到達までの時間や、台⾵上陸前後から⼤河

川の⽔位上昇期といった短い時間での避難⾏動等の危機回避⾏動が求められます。特に、

こういった災害発⽣初期には、地域各々の状況に応じた対応が必要であり、その担い⼿

として、家族や地域（町会、企業等）の主体的な活動が期待されています。 

過去の例を⾒れば、平成 7 年の阪神・淡路⼤震災では、「壊れた家の下敷きになった

が、近所の⼈たちによって救出された」という例が少なくありませんでした。平成 23

年の東⽇本⼤震災でも地域住⺠が⼤声で声を掛け合い、それがきっかけとなって避難が

できるなど、共助の取り組みが⼤きな⼒を発揮しました。 

このように、⼤規模⽔災害時には、地域で住⺠同⼠が助け合い、⾏政とも連携しつつ

住⺠の協働による組織・団体が積極的・主体的に地域を守るような社会づくりを普段か

ら進めておくことが必要です。 

地域で取り組む防災・減災テーマとしては、住宅の耐震化や⾃主防災組織の強化、訓

練の実施など多岐に渡りますが、特に今回は、予定どおりの避難ができずに逃げ遅れて

しまったり、想定外に被害状況の変化が早かったために避難途中で津波、洪⽔に遭遇し

てしまうような場合でも、地域で協⼒して「なんとしても⼈命を守る」ことを⽬標とし

検討会メンバー 
（座⻑） 

河⽥ 惠昭 関⻄⼤学社会安全学部社会安全研究センター⻑・教授 
（委員） 

加藤 孝明 東京⼤学⽣産技術研究所都市基盤安全⼯学国際研究センター准教授 
奥村与志弘 京都⼤学地球環境学堂地震災害リスク論分野助教 
朝堀 泰明 国⼟交通省⽔管理・国⼟保全局河川環境課⽔防企画室⻑ 
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た「避難⼿法」を対象としています。地域に応じた避難⼿法メニューを、地域で共通認

識を持ちながら事前に選定し、その実効性を確認しておくことが極めて重要になります。 

２）⼤規模⽔災害時の避難⼿法検討ガイドブックの作成 

⼀⽅で、⾼齢化の進展、限界集落の増加、地域コミュニティの衰退等のため、「⾃助」・

「共助」による避難等の取り組みがより困難になってきています。 

本検討会では、そのような中でも、⾏政からの知識や情報等の提供だけでなく、地域

住⺠による主体的な取り組みを促すひとつの⽅策として、⼤規模⽔災害時における地域

の被害像や避難の特徴・課題の共通認識を持ち、地域が中⼼となって問題解決を図って

いくワークショップのためのモジュール（⼤規模⽔災害時の避難⼿法検討ガイドブック、

カードの例）を作成しました。 

これらのガイドブックやカード例が、⼤規模⽔災害の発⽣が危惧されている地域に

おける避難⼿法検討の⼀助となり、持続可能な地域防災⼒の強化につながることを期待

したものです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）ガイドブックの使い⽅と適⽤範囲 

⼤規模⽔災害時の避難⼿法ガイドブックは、被災事例カード、取組み事例カード、避

難ツールカードの例2を利⽤して実施する「⼤規模⽔災害時の避難⼿法検討ワークショ

ップ」の進⾏⼿順を⽰したものです。 

地域が主体となって、地域で想定される浸⽔状況や避難特性の把握、避難の課題抽出

                                                 
2 カードは一例であり、全国の被災事例や取組事例を網羅できているわけではありませんが、地域で主体

的に取り組んでいくきっかけ（一助）となる優良事例を選定して作成しています。 

⼤規模⽔災害時の避難⼿法検討モジュール群
被災事例カード 取組み事例カードガイドブック 避難ツールカード
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と設定、課題解消のための避難⼿法の選定できるように具体的な⼿順を⽰しています。 

（主な適⽤範囲） 

◆ ガイドブックの使い⼿：町内会等のリーダー（地域のまとめ役） 
◆ ワークショップの対象：町内会の住⺠（成⼈） 
◆ 取り組み課題：⼤規模⽔災害時の暫定的、代替的、緊急的な避難 
◆ 対象⽔災害：津波、洪⽔（⼤河川の破堤）3 

 

（対象⽔災害） 

ひとことで「⽔災害」と⾔っても、津波と洪⽔とでは災害の様相は⼤きく異なるため、

検討対象とする災害事象の特徴を捉えて、それらに合った避難⼿法を考える必要があり

ます。 

 例えば、洪⽔氾濫では沿川地域以外で氾濫⽔の浸⽔位が徐々に上昇し、⽔の流れもそ

れほど強くない場合には、屋内安全確保という⽔平移動をともなわない避難の仕⽅も可

能ですが、津波は急激に⽔位が上昇し、陸の上でもある程度の速度を保ちながら⽡礫と

ともに押し寄せてくるため、原則、⽴ち退き避難をする必要があります。 

特に、内閣府の分析では、津波は浸⽔深 1m で死亡率がほぼ 100%に達すると⾔わ

れています。 

 津波 洪⽔ 

災害の 
到達時間 

最短：数分〜 
∙ 地形や震源・規模による 
∙ 東⽇本⼤震災は最短で 30 分で到達 

【平野部】最短：数時間〜数⽇ 
∙ 降⾬ピークから⽔位上昇までの時間 
∙ 河川延⻑や洪⽔到達時間による 
【⼭間部近隣地域】最短：瞬時 

被害発⽣ 
頻度の違い 

低頻度 
数百年〜数千年 

中頻度 
数⼗年〜数百年

影響期間 
（被災直後から
復旧開始までの

時間） 

【⼀定規模以下】 
被災直後、余震が収まる３⽇後程度〜 
【⼀定規模以上】 
数ヶ⽉程度〜 

地域の排⽔完了後 
【平野部】数⼗⽇後〜 
【⼭間部近隣地域】当⽇〜 

災害発⽣ 
リスクが 
⾼い地域 

沖積平野部、沿岸部・沿川部、低地部、
都市部 

沖積平野部、沿川部、後背湿地、低地部、
都市部、※発⽣地域は限定的 

浸⽔想定区域 浸⽔想定区域のうち、特に 
・建物階層別⽔没ゾーン 
・家屋倒壊等氾濫想定区域 

                                                 
3 大規模水災害には、津波、洪水以外にも高潮や土砂災害、ゼロメートル地帯における長期湛水などが想

定されますが、このガイドブックでは第一段階として津波、洪水（大河川の破堤）を対象としています。 
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４）ガイドブック・カードの特徴 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 
4 被災事例カードには、東日本大震災をはじめとして多くの被災写真が含まれています。津波や洪水で

被災した方々には思い出したくない痛ましい記録もあるかと思いますので、被災地域で活用される際には

ご留意ください。 

に⽰した避難特性図、⾏動フロー図、被災要因図等

と、当該地域の⾃治体から公開されている津波、洪⽔ハザードマップを併せて

利⽤することで、⼤規模⽔災害の被害像（どんな⽔害事象が発⽣し、いつ、ど

こで、なぜ被災するのか？）を把握し、地域がかかえる防災上の課題を意識し

た主体的な避難を検討することができます。 

①ガイドブック 

は、遠地津波や第３波が最⼤波などこれまで想像し

ていなかった⽔災害の事象等を紹介しており、⽣活圏と類似する地域の被災事

例を基に、発⽣する可能性の⾼い被害像を具体的にイメージできます。 

②被災事例カード 4 

は、地域のリソース（⼈、モノ、情報）を活⽤して、

簡単にお⾦をかけずに取り組むアイデアや先進地域の取り組んだ事例、教訓か

ら、導⼊時の課題や解決⽅法、継続・発展⽅法等の知識を得ることができます。 

③取組み事例カード 

は、地域のリソースだけでは対応することのできな

い課題について有効な装備、装置などを選定できます。 

④避難ツールカード 
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（３）避難手法検討ワークショップ 

１）なぜワークショップなのか？ 

地域において主体的に避難⼿法を検討するためには、⼤規模⽔災害による地域の被害

像を共有し、地域の実態や実情を踏まえた上で、地域で知恵をだしあって課題設定と問

題解決⽅法について共通認識を持ちながら進めていくことが有効です。 

ワークショップは参加者である地域の⽅々の相互作⽤的、双⽅向的やりとりを重視し

た検討⽅式で、参加者が主体的に議論、あるいは体を動かして作業をし、相互に刺激し

あうことを通した学びと想像の場とされ、参加者同⼠の関係構築や合意形成の有効な⼿

段となります。 

２）ワークショップの進め⽅ 

ワークショップは６つの STEP（ステップ）で構成されています。 

 
STEP１ではワークショップの主旨、概要を⽰しています。 

STEP２では地域でどのような災害事象が発⽣するのかイメージします。 

STEP３ではどのような避難の課題が⽣じるのかをイメージし、地域にとって最も重

要な課題と考えられるものを 1 つ選び、ワークショップの検討課題として設定します。 
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STEP４と STEP５では課題の解消のための避難⼿法について、実践・導⼊に向けた問

題点とその対処⽅法を検討しながら、最善の避難⼿法の組み合わせを選定します。 

STEP６ではワークショップを⾏ってみての感想や意⾒等を⾃由に発表し、良かった

点や改善点をまとめ、次回のワークショップへ反映します。 

また、選定した避難⼿法が具体的に地域に周知され、最初に設定した検討課題を解消

することができれば、残る課題の把握・解消のため STEP３から再度ワークショップを

⾏って、課題を 1 つずつ解消していきます。 
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３）ワークショップの準備（災害履歴や被害想定情報を調べる） 

① 地域の災害履歴の把握 

⾃然災害は⼤規模なものほど⻑いサイクルで繰り返し発⽣する傾向があります。よっ

て、地域で起きうる⼤規模⽔災害を考えるためには、その地域で過去に発⽣した災害に

ついて知ることが⼤変重要となります。下記に⽰すような報告書や体験集を⽤いて地域

の災害履歴について調べ、整理しておきましょう。 

整理する際には、「被災事例カード・テンプレート（ウェブからダウンロード）」に災

害事象の概要や被害状況、とられた対応などを書き込み、また、状況のわかる写真や図

を貼るなどして、⼀枚の「被災事例カード」としてまとめましょう。 
 

① 内閣府 HP 歴史災害の教訓報告書・体験集 
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/saikyoushiryo.htm 

【概要】過去に起きた⾵⽔害、⽕⼭災害、地震といった⾃然災害の被害状況やその時と

られた対応、教訓などについて調査し取りまとめた報告書や体験集が公開されています。 

② 国⼟交通省 HP ⼟地分類基本調査（⼟地履歴調査） 
http://nrb-www.mlit.go.jp/kokjo/inspect/landclassification/land/land_history_2011/index.php 

【概要】⾃然災害の発⽣に⼤きく係わる⼟地本来の⾃然地形、改変履歴等の情報や、各

機関が保有していた災害履歴情報等が集約された地図などが公開されています。 

③ 国⼟交通省 HP 災害の記録 
http://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/bousai/saigai/kiroku/ 

【概要】⽔害を中⼼に、近年発⽣した⾃然災害の概要について写真や図などを多⽤して

まとめられたレポート、ウェブページなどが公表されています。 
               

  

（出典：上記①） （出典：上記②） （出典：上記③） 
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② ハザードマップの⼊⼿ 

ハザードマップには⾃然災害による被害を予測した結果（被害範囲、浸⽔深、浸⽔到

達時間など）と避難所・避難場所や避難経路などの情報が⽰されており、避難計画や避

難対策を検討するための重要な⼿がかりとなります。ワークショップでは被害想定の把

握等にこのハザードマップを使⽤しますので、下記のウェブサイトなどから必ず⼊⼿し

ておきましょう。 

 ハザードマップの多くは市区町村のホームページからダウンロードできます。下記のウェ

ブサイトには、全国の市区町村のハザードマップ公開サイトがまとめられています。 

  国⼟交通省 ハザードマップポータルサイト http://disaportal.gsi.go.jp/ 

※ダウンロードできない場合は、市区町村に問い合わせましょう。 

 

４）ワークショップの実践 

２）ワークショップの進め⽅（6STEP）に従った、説明素材と解説を説明⽤資料とし

て別添「⼤規模⽔災害時の避難⼿法検討ワークショップ 進⾏⼿順」にまとめています。

進⾏⼿順は、災害事象の異なる「津波」と「洪⽔」を別々の構成として準備しています

ので、地域での実践において適宜編集して活⽤して下さい。 
 

 

（４）問い合わせ先 
 

国⼟交通省 ⽔管理・国⼟保全局 河川環境課 ⽔防企画室 

〒100-8918 東京都千代⽥区霞が関 2-1-3 

電話：03-5253-8111(代表) 

電話：03-5253-8460(直通) 
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大規模水災害時の避難手法検討ワークショップ

進行手順

○○年○月○日

○○町会

洪水編

本進行手順は、ワークショップ当日の進行資料としても活用可能な構成としています。

目次

STEP１ 趣旨、概要の説明

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

STEP３ 地域における避難の課題の抽出・設定

STEP４ 課題解消のための避難手法の選定

STEP５ 地域での実践・定着に向けた問題点と

対処方策の検討

STEP６ ふりかえり

３
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STEP１趣旨、概要の説明
ワークショップの流れ

3

被災要因図
被災原因を体系的にまとめたもの

4 なぜ被害が発生するか

使用する資料
ハザードマップ
階層別の水没ゾーン、家屋倒壊等氾濫想定区域等の
リスク情報をまとめたもの

1

被災事例カード
洪水において被災もしくは避難が困難となった状況や場
面、条件をまとめたもの

５

取組み事例カード
過去の洪水において事例の取組みによって避難に成功し
た全国の事例、地域による避難への取り組み例

６

避難ツールカード
地域特性や建物特性、避難者特性に応じた避難手段、装
備、設備、適用性、導入例

７

どんな被害が発生するか

避難特性図
起こり得る被害を地形特性別にまとめたもの

２ どこで・どのような避難が必要か

行動フロー図
洪水事象と避難行動の一連の流れをまとめたもの

３ いつ・どのような行動が必要になるか

避難手法の
選び直し

次の課題の
検討

STEP６ ふりかえり

STEP１ 趣旨、概要の説明

STEP５ 地域での実践・定着に

向けた問題点と対処方策の検討

STEP４ 課題解消のための避難手法の選定

避難ツール
カード

７取組み事例
カード

６

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

ハザード
マップ

1 避難
特性図

２

STEP3地域における避難の課題の抽出・設定

被災事例
カード

５

被災
要因図

４行動
フロー図

３

4

解説

ワークショップは６つのSTEP（ステップ）で構成されています。

STEP１では、今回のワークショップがそもそも何を目的としたものな
のかを説明します。

STEP２では、地域でどのような水害が起きるのかイメージします。

STEP３では、避難時にどのような課題が発生するのかを考えてもらい、
今回のワークショップの検討課題を決めます。

STEP４とSTEP５では課題を解消するための避難手法について、実践・
導入に向けた問題点とその対処方法を検討しながら、最善の避難手法
の組み合わせを決めます。

STEP６ではワークショップを行ってみての感想や意見等を自由に発表
し、良かった点や改善点をまとめます。

選んだ避難手法が実践・定着し、検討課題が解消されたあかつきには、
残る課題の把握・解消のためSTEP３から再度ワークショップを行いま
す。



STEP１趣旨、概要の説明
ワークショップの流れ

5

どのようなことをやるのか
なぜやらなければいけないのか
地域でどのような水害が起きるのか
どこに・どうやって避難すればよいのか

※WS＝ワークショップ（workshop）の略

チェック項目

避難する時にどのような困難が発生するか
避難がうまくいかず被災してしまう原因は
何か、それが地域でも発生しないか
地域において、避難する時にもっとも深刻
な課題は何か
≒このワークショップの検討課題は何か

第１回WS
○月○日

第３回WS
○月○日

第２回WS
○月○日

避難の課題を解消するためにはどのような
取り組みやツールが必要か
取り組みやツールを実践・定着するにはど
うしたらよいか
実践・定着するにはどのような問題がある
か
WSをよりよいものにするにはどうしたら
よいか

避難手法の
選び直し

次の課題の
検討

STEP６ ふりかえり

STEP１ 趣旨、概要の説明

STEP５ 地域での実践・定着に

向けた問題点と対処方策の検討

STEP４ 課題解消のための避難手法の選定

避難ツール
カード

７取組み事例
カード

６

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

ハザード
マップ

1 避難
特性図

２

STEP3地域における避難の課題の抽出・設定

被災事例
カード

５

被災
要因図

４行動
フロー図

３

ワークショップの６つのステップを３回に分けて進めていくことをモ
デルプログラムとして推奨します。

ただし、時間的な余裕がある場合は地域の実情に応じてさらにSTEPごとに
分割したり、１つのSTEPを何度も実施することも有効になってきますので、
準備段階で検討してください。

各回のワークショップには目的があり、それをチェック項目としてま
とめています。

各回のワークショップの初めにはチェック項目を確認し、今日の目的
は何なのかを念頭におきながらワークショップを進めましょう。

また、各ワークショップの終わりには、チェック項目を振り返り、記
録として残し、次のワークショップの初めに復習しましょう。

6

解説



STEP１趣旨、概要の説明
ワークショップの趣旨

7

大規模水災害時 ＝ 広域かつ長期にわたる壊滅的な被害

政府や地方公共団体、自治体、消防・警察などの機関による応援に必要な人員体
制が十分に確保できないことが想定される。

住民、企業、ボランティア等の地域各主体が
必須の担い手として期待される

過去の事例
【平成7年阪神・淡路大震災】

• 「壊れた家の下敷きになったが、近所の人たちによって救出された」
という例が多数

【平成23年東日本大震災】
• 地域住民が大声で仲間を警告し、それがきっかけと
なって避難ができた

共助の取り組みが
大きな力を発揮

地域のことを一番よく知っているのは地域の住民

住民が参画することにより、地域の実情にあった対策を、地域の有する人材や道
具・施設を有効に活用しながら検討することができる。

大規模災害時には市町村や消防・警察などによる公助だけで災害に対
応するのは困難であり、住民や企業といった地域主体の共助が必要不
可欠です。

阪神・淡路大震災や東日本大震災の事例からも、共助による取り組み
の重要性を読み取ることができます。

また、住民にしかわからない情報を活用することにより、漏れがなく、
より低コスト・実効的な取り組みを考えることが可能です。

【例】

「あの家には足の不自由な人が1人で住んでいるから避難時には助けてあげ
る必要がある」

「今では使わなくなってしまった半鐘が倉庫に保管されているが、避難の
呼びかけに使えるかもしれない」

8

解説



STEP１趣旨、概要の説明
ワークショップの趣旨

9

共助体制は一日にして成らず

地域で住民同士が助け合い、市町村とも連携しつつ、住民の協働による組織・団
体が積極的に地域を守るような社会づくりを普段から進めておくことが必要。

→本ワークショップの実施

避難対策の重要性

• 地域で取り組む防災・減災テーマは住宅の耐震化や自主防災組織の強化、訓練
の実施など様々

• なかでも、

といった場合でも、地域で協力して「なんとしても人命を守る」ために
「避難手法」について事前に検討しておくことが極めて重要

• 予定とおりの避難ができずに逃げ遅れてしまう
• 災害事象の変化が早かったために避難途中で被災してしまう

いざという時に共助による取り組みの効果を発揮するためには、日頃
から市町村等と連携しつつ、地域主体の社会づくりを進めていく必要
があります。

その社会づくりの取っ掛かりの１つとして、このワークショップを行
います。ワークショップは、地域の問題を自分自身に降りかかる問題
として捉え、地域の歴史や資源（人材・道具）を活かしながら対策を
検討していくために適した方法です。

地域で取り組む防災・減災のテーマは多種多様ですが、特に、避難が
できず生命の危険を伴う場面でも、地域で協力して「なんとしても人
命を守る」ため、「避難手法」について検討・取り組みを行っていく
ことが重要です。→このことから、本ワークショップでは避難手法に
ついて検討していきます。

10

解説



STEP１趣旨、概要の説明
検討の前提条件

前提条件

災害事象：洪水

災害規模：降雨量、発生規模などを設定

避難検討地域：川沿いの地域か否かを設定

など

11

検討内容

• 「避難勧告等が防災計画どおり発令された
が、聞き取れなかった」

• 「避難したくない、すぐには出来ない」

などの理由で避難ができない・遅れるといっ
た状況でも、命を守るために事前に何をすべ
きか？をSTEP２からSTEP６で検討。

この条件下で

避難手法の
選び直し

次の課題の
検討

STEP６ ふりかえり

STEP１ 趣旨、概要の説明

STEP５ 地域での実践・定着に

向けた問題点と対処方策の検討

STEP４ 課題解消のための避難手法の選定

避難ツール
カード

７取組み事例
カード

６

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

ハザード
マップ

1 避難
特性図

２

STEP3地域における避難の課題の抽出・設定

被災事例
カード

５

被災
要因図

４行動
フロー図

３

検討の際に想定するシナリオ（災害事象・災害規模・避難検討地域）
と検討内容を説明します。

災害規模については下準備で入手してあるハザードマップを参考に設
定しましょう。

K区の場合

災害事象：洪水

荒川流域で3日間に総雨量548mmの大雨（200年に1回程度発生する規
模）が発生し荒川下流域で堤防が決壊

家屋倒壊等氾濫想定区域からの避難を対象とする

12

※ 検討対象をさらに絞り込みたい場合は、「夜間の避難」「要配慮者利用施設での
避難」といったように、時間や季節・場所等の具体的な条件を設定しましょう。

シナリオの例

解説

K区洪水ハザードマップ



避難手法の
選び直し

次の課題の
検討

STEP６ ふりかえり

STEP１ 趣旨、概要の説明

STEP５ 地域での実践・定着に

向けた問題点と対処方策の検討

STEP４ 課題解消のための避難手法の選定

避難ツール
カード

７取組み事例
カード

６

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

ハザード
マップ

1 避難
特性図

２

STEP3地域における避難の課題の抽出・設定

被災事例
カード

５

被災
要因図

４行動
フロー図

３

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

13

どのような水害が発生する？
どこに避難する？

どこで・どのような避難が必要？

浸水深が
浅い

浸水深が
深い

立ち退き退避

立ち退き退避

立ち退き退避

屋内安全確保

屋内安全確保

屋内安全確保

屋内安全確保

立ち退き退避

地下空間
（地下街、地下鉄、アンダーパス等）

立ち退き退避

立ち退き退避

STEP２ではハザードマップと避難特性図を用いて、想定される浸水状
況や避難場所などについて把握し、自宅がどうなるのか、自分はどこ
に・どうやって逃げればよいのか具体的にイメージしてもらいます。

14

解説

ハザードマップの入手方法

ハザードマップの多くは市区町村のホームページからダウンロード
できます。下記のウェブサイトには、全国の市区町村のハザードマッ
プ公開サイトがまとめられています。

国土交通省 ハザードマップポータルサイト
URL http://disaportal.gsi.go.jp/

※ダウンロードできない場合は、市区町村に問い合わせましょう。



ハザードマップの見方

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

どのような被害が発生する？

15

ハザードマップ
1

K区荒川洪水ハザードマップ

③地下道等※

浸水が深くなりやすい地下道等
の位置を地図上に表示している
⇒避難所までの経路上に危険
箇所がないか確認

②避難所※

避難所の位置を地図上に表示し
ている
⇒自宅に近い避難所を確認

④逃げどき※

どのタイミングにどこに避難し
たらよいか表示している
⇒自分の地域はどのタイミン
グに避難したらよいか確認

※表示されている項目、表示方法は市町村によって異なります。

①想定される浸水深※

想定される浸水時の水位を段階
別に色分けして地図上に表示し
ている
⇒自宅の浸水状況を確認

K区を例に、ハザードマップの見方について説明します。

浸水深は段階別に色分けされて表示されています。数値を読み取るだ
けでなく、腰まで浸かる、自宅の１階が水没する、といったように身
の回りに当てはめて具体的にイメージしましょう。

K区の場合、一般の避難所と災害時要配慮者の避難所を分けて表示して
います。また、市町村によっては津波や土砂災害のハザードマップを
兼ねているマップもあります。そのような場合は、災害によって利用
可能な避難所が異なる場合もあるので、注意して確認しましょう。

地下道等は水が集まりやすく急速に水位が上昇します。このような危
険箇所を避けて避難するようにしましょう。

地域ごとに避難開始のタイミング（逃げどき）を表記しているハザー
ドマップもあります。どのような状況になったら避難を開始すればよ
いのか確認しましょう。また、避難するためには準備が必要な場合も
あるため、いつから避難準備開始のタイミングについても、避難開始
のタイミングから逆算して、確認しておきましょう。

16

解説



浸水深が
浅い

浸水深が
深い

立ち退き退避

立ち退き退避

立ち退き退避

屋内安全確保

屋内安全確保

屋内安全確保

屋内安全確保

立ち退き退避

地下空間
（地下街、地下鉄、アンダーパス等）

立ち退き退避

立ち退き退避

A
B

C

D
E

F

17

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

どこで・どのような避難が必要？
避難特性図

２
洪水

避難特性図①

：非木造の建物

：木造の建物

建物①

建物②

●A,Dゾーン
家屋倒壊等氾濫想定区域(河岸侵
食)であるため、浸水深や建物の
構造に関係なく立ち退き避難。

●B,Eゾーン
家屋倒壊等氾濫想定区域(洪水氾
濫)であるため、木造の場合は立
ち退き避難、非木造の場合は屋内
安全確保。

●C,Fゾーン
木造、非木造に関係なく、浸水し
ない階がある場合は屋内安全確保、
全ての階が浸水する場合は立ち退
き避難。

建物の構造・階数と浸水深、家屋倒壊等氾濫想定区域の有無の関係か
ら、どのような避難が必要かを表しています。

【例】

18

解説

図中の建物①
• 想定浸水深は5.0m、建物は4階建てなので高さとしては3階に
逃げれば大丈夫

• しかし、家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）内のため基礎
から被災する可能性があるため⇒立ち退き避難が必要

図中の建物②
• 想定浸水深は1.5m、建物は2階建てなので高さとしては２階
に逃げれば大丈夫

• 家屋倒壊等氾濫想定区域にも入っていない
⇒2階への垂直避難が可能



STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

どこで・どのような避難が必要？

立ち退き
避難

避難特性図
２

19避難特性図②

洪水

●A,Dゾーン
家屋倒壊等氾濫想定区域(河岸侵
食)であるため、浸水深や建物の
構造に関係なく立ち退き避難。

●B,Eゾーン
家屋倒壊等氾濫想定区域(洪水氾
濫)であるため、木造の場合は立
ち退き避難、非木造の場合は屋内
安全確保。

●C,Fゾーン
木造、非木造に関係なく、浸水し
ない階がある場合は屋内安全確保、
全ての階が浸水する場合は立ち退
き避難。

洪水時家屋倒壊危険ゾーン
（洪水はん濫）

浸水想定区域

避難所等

水平避難

垂直避難

水平避難
（立退き避難）

↑
建物倒壊

水平避難
（立退き避難）

↑
水没

垂直避難
（屋内安全確保）

↑
非水没階あり

洪水時家屋倒壊
危険ゾーン
（河岸侵食）

木造×
非木造×

木造×
非木造○

越水

漏水

侵食

2階浸水×

堤防
決壊

2階浸水
3階以上利用可

1階浸水
2階利用可

1階浸水
2階以上利用可

避難所等

B,E C,F

家屋倒壊等
氾濫想定区域
（河岸侵食）

家屋倒壊等氾濫想定区域
（洪水氾濫）

A,D

前ページと同様に、建物の構造・階数と浸水深、家屋倒壊等氾濫想定
区域の有無の関係から、どのような避難が必要かを横断図で示してい
ます。

立ち退き避難とは、指定避難場所や安全な場所へ移動する避難行動の
ことをいい、水平避難ともいいます。水の流れが速く家屋流出の危険
がある場合や、上階まで浸水してしまうほど水深が深い場合などは、
立ち退き避難が必要となります。または、地下街等の地下空間では立
ち退き避難が必須です。

屋内安全確保とは、屋内に留まる安全確保のことをいいます。待避ま
たは垂直避難ともいいます。浸水の深さが浅く、また河岸侵食などに
よる家屋の流出の恐れがない場合は、屋内安全確保が可能です。

20

解説



STEP２ 想定される浸水状況、避難行動の把握

どこで・どのような避難が必要？

立ち退き
避難

21

洪水

河岸侵食により家屋倒壊した状況 堤防決壊に伴い木造家屋が倒壊した状況
（出典：国土交通省「実践的な洪水ハザードマップの作成」

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）
洪水時の河岸侵食により、木造･非木造の家屋倒壊のおそれがある区域

家屋倒壊等氾濫想定区域（洪水氾濫）
河川堤防の決壊又は洪水氾濫流により、木造家屋の倒壊のおそれがあ
る区域

家屋倒壊等氾濫想定区域とは

A,D B,E

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）とは洪水時の河岸侵食により、
木造･非木造の家屋倒壊のおそれがある区域のことです。

家屋倒壊等氾濫想定区域（洪水氾濫）とは河川堤防の決壊又は洪水氾
濫流により、木造家屋の倒壊のおそれがある区域のことです。

22

解説

より具体的に浸水状況をイメージするための
方法の１つに、タウンウォッチングがあります。
まち歩きをしながら、ハザードマップをもと

にそれぞれの地点の想定浸水深の高さに印しを
つけた棒を立てたり、まちかどの電信柱などに
印しをつけ、まちが浸水したときの景色を想像
してみるというものです。
ぜひ、次のワークショップまでにやってみて、

感想を次回ワークショップで共有しましょう。
タウンウォッチングのイメージ

（出典：九州地方整備局八代河川国道事務所HP）
http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/anzen/softtaisaku.html

タウンウォッチングをしてみようコラム１



本日のふりかえり
STEP１・２のポイント

23

大規模水災害時には役所や警察なども手一杯。地域住
民による共助が必要不可欠。

「なんとしても人命を守る」ために「避難手法」につ
いて事前に取り組んでおくことが重要。

浸水深、避難場所、避難経路、逃げどきの確認を。

避難には「立ち退き避難」（水平避難）と「屋内安全
確保」（待機・垂直避難）がある。

家屋倒壊等氾濫想定区域は家屋が流出する⇒水深が浅
くても立ち退き避難が必須。

第１回ワークショップのポイントを確認しましょう。

参加者一人ひとりが今回のワークショップにおける「気づき」を振り
返り、「ワークショップに参加した価値があった！」と思ってもらえ
ると、次回へのワークショップへの参加意欲も高まります。

また、ワークショップをやってみた感想や意見を発表し合い、改善点
は次回のワークショップに活かしましょう。

各回のワークショップの記録はしっかり残しましょう。地域や市町村
の広報誌などで結果を報告することにより、参加者以外の住民に周知
するとともに、参加者の参加意欲を高められるとより望ましいです。

第２回ワークショップはこのポイントの復習から始めましょう。

タウンウォッチング（コラム1参照）を実施した人がいたら、感想を発
表してもらいましょう。

24

解説



避難手法の
選び直し

次の課題の
検討

STEP６ ふりかえり

STEP１ 趣旨、概要の説明

STEP５ 地域での実践・定着に

向けた問題点と対処方策の検討

STEP４ 課題解消のための避難手法の選定

避難ツール
カード

７取組み事例
カード

６

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

ハザード
マップ

1 避難
特性図

２

STEP3地域における避難の課題の抽出・設定

被災事例
カード

５

被災
要因図

４行動
フロー図

３

STEP３ 発生しうる被害像の把握

25

いつ・どのような行動が必要になる？
どのような障害が発生する？

なぜ被害が発生する？

洪水予報の
発表

（氾濫注意
情報）

避難開始の周知
（要配慮者）

避難者を誘導する

避難場所へ移動する
①垂直避難
②水平避難

自分は大丈夫
という過信

洪水のリスクを
知らない

ハード対策への
過信（堤防）

洪水予報等が
入ってこない

連絡手段がない

伝達ルールが
ない

避難ルールが
ない

誘導人員の不足

搬送手段の不足 避難路・周囲が
冠水している
（流速は遅い）

洪水到達時間が
予想より早い

避難場所が遠い
／ない

時間の流れ

避難中に浸水到
達

避
難
行
動

避
難
行
動
の
障
害

洪水予報
の発表
（氾濫警戒
情報）

洪水予報の
発表

（氾濫危険
情報）

洪水予報の
発表

（氾濫発生情
報）

避難完了 逃げ遅れた人の救助避難開始避難開始（要配慮者）

避難
必要性
認知

避難開始の周知

避難路・周囲が
濁流にのまれて
移動できない

避難路が途絶し
ている

暗く避難する方
向がわからない

猛烈な雨

事例⑩移転先も被災
整備中の堤防が途切れている箇
所から浸水

避難所が浸水した

避難情報が聞こえなかった

ケース１
避難情報が届いたが
避難が遅れた

ケース２
避難情報が届かず
避難が遅れた

避難所が遠かった

浸水している状況で避難しても身の
危険が及ぶと思わなかった（被害像

がイメージできなかった）

洪水による
被災

事例①犠牲者8割 高齢者
急激な増水に避難間に合わず

事例⑧アンダーパスで車両被災
浸水したアンダーパス通過時に
車両が立ち往生

事例⑦地下で被災
避難情報に気づかず地下店舗で
通常営業

避難情報発令が遅くて届かなかった
事例⑥避難勧告は100万人
避難準備情報発令前に避難判断
水位超える

夜or猛烈な雨のため躊躇した 事例⑤深夜・豪雨下の避難
深夜・猛烈な雨に躊躇し避難遅れ
る

事例⑨中州に取り残され被災
退避勧告を無視し流される

事例②避難に躊躇
避難所遠く、道路も寸断

被災原因 被災事例行動パターン

自力での避難が困難だった

避難所までの交通が途絶した

避難情報の発令が遅かった

急速に浸水が進行した
事例④逃げ遅れた80人
急激な増水による多数の逃げ遅
れの発生

事例③孤立した保育所
避難指示が遅れ保育所が孤立

STEP3では行動フロー図、被災要因図、被災事例カードを用いて、地域
における避難時に、どのような被害が発生するのかを考えていきます。

地域で過去に洪水の被災事例がある場合は、事前にテンプレートに被
災事例について整理しておきましょう（詳細については本ガイドブッ
ク８ページ参照）。

26

解説



STEP３ 発生しうる被害像の把握

いつ・どのような行動が必要になる？

27

行動フロー図
３

行動フロー図（洪水）

洪水

氾濫注意情報
の発表

避難開始の周知
（要配慮者）

避難者を誘導する

避難場所へ移動する
①垂直避難
②水平避難

自分は大丈夫
という過信

洪水のリスクを
知らない

ハード対策への
過信（堤防）

洪水予報等が
入ってこない

連絡手段がない

伝達ルールが
ない

避難ルールが
ない

誘導人員の不足

搬送手段の不足 避難路・周囲が
冠水している
（流速は遅い）

洪水到達時間が
予想より早い

避難場所が遠い
／ない

時間の流れ

避難中に浸水到
達

避
難
行
動

避
難
行
動
の
障
害

氾濫警戒情報
の発表 氾濫危険情報

の発表

氾濫発生情報
の発表

避難完了 逃げ遅れた人の救助避難開始避難開始（要配慮者）

避難
必要性
認知

避難開始の周知

避難路・周囲が
濁流にのまれて
移動できない

避難路が途絶し
ている

暗く避難する方
向がわからない

猛烈な雨

破堤
避難準備情報
の発令

避難勧告等の
発令

地域で発生する障害が他に
ないか、考えてみよう。

行動フロー図は、洪水予報の発表から避難するまでに発信される情報と、それ
に伴った行動及びその障害を時間の経過に沿って概念的に示したものです。

地域における避難時に発生する障害が他にないか考えてみましょう。

洪水予報の詳細については下記の図と河川管理事務所のHPを参照してください。

28

解説

洪水予報の標題（出典：気象庁HP http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/flood.html#c）



STEP３ 発生しうる被害像の把握

なぜ被害が発生する？

29

被災要因図
４

被災要因図

洪水

事例⑩移転先も被災
整備中の堤防が途切れている箇
所から浸水

避難所が浸水した

避難情報が聞こえなかった

避難情報が届いたが
避難が遅れた

避難情報が届かず
避難が遅れた

避難所が遠かった

浸水している状況で避難しても身の
危険が及ぶと思わなかった（被害像

がイメージできなかった）

洪水による
被災

事例①犠牲者8割 高齢者
急激な増水に避難間に合わず

事例⑧アンダーパスで車両被災
浸水したアンダーパス通過時に
車両が立ち往生

事例⑦地下で被災
避難情報に気づかず地下店舗で
通常営業

避難情報発令が遅くて届かなかった
事例⑥避難勧告は100万人
避難準備情報発令前に避難判断
水位超える

夜or猛烈な雨のため躊躇した 事例⑤深夜・豪雨下の避難
深夜・猛烈な雨に躊躇し避難遅れ
る

事例⑨中州に取り残され被災
退避勧告を無視し流される

事例②避難に躊躇
避難所遠く、道路も寸断

被災原因 被災事例行動パターン

自力での避難が困難だった

避難所までの交通が途絶した

避難情報の発令が遅かった

急速に浸水が進行した
事例④逃げ遅れた80人
急激な増水による多数の逃げ遅
れの発生

事例③孤立した保育所
避難指示が遅れ保育所が孤立

①地域で他にどんなことが
被災原因になりそうか考え
てみよう。

②地域のどこで発生しそう
か考え、ハザードマップに
書き込んでみよう。

洪水による被災の要因を行動パターン別に概念的にまとめたものです。

どのようなことが原因で被害が発生するのか把握し、地域でも発生しそうなも
のを選んでみましょう。また、これ以外の理由で被災することも考えられます
ので、どんなことが発生しうるのか参加者間でよく話し合ってみましょう。

また、自分の地域では他にどんなことが被災原因になりそうか考えてみましょ
う。

さらに、具体的に地域のどこで発生しそうか考え、ハザードマップに書き込ん
でみましょう。

行動パターンについて

30

解説

避難情報が届いたが避難が遅れた
避難情報を何らかの方法により認知していたが、避難が遅れ（「避難
しなかった」も含む）被災した。

避難情報が届かず避難が遅れた
避難情報が発信されたが届かなかった・気づかなかったため避難が遅
れ、被災した。または、被災前に避難情報が発信されなかったため避
難が遅れ、被災した。
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STEP３ 発生しうる被害像の把握

どのような被害が発生する？ 洪水被災事例
カード

５

被災事例カード
①地域でも発生する可能性
のある被災事例カードを選
んでみよう。

②選んだ被災事例における地
域の課題を書き出し、最も深
刻な課題はどれか考えよう。

「被災事例カード」を配布します。このカードには、国内で過去に発生した洪水
被害の事例が記載されています。表面に見出しと写真や図、裏面に概要などの説
明文が書かれています。

下準備の際に地域の被災履歴から作成した被災事例カードがある場合には、一緒
に配布しましょう。

カードを見ながら、検討地域でも発生する可能性のある事例がないか考えましょ
う。まずは参加者１人ひとりで考え、発生し得るカードを１枚選びましょう。全
員選び終わったら「せーの」で一斉に見せ合い、なぜそれを選んだのか、１人ひ
とり発表し、意見交換しましょう。

被災事例カードに含まれていないが、検討地域で発生すると考えられる被害が
あったら、テンプレートに被災内容を書き込み、被災事例カードに追加しましょ
う。

それぞれが選んだ被災事例カードのなかから、検討地域で最も深刻であると考え
られる被災事例を選びましょう。

選んだ被災事例に対する地域の課題をテンプレートに書き出し、そのなかから地
域にとって最も重要である課題を選びましょう。ここで選んだ課題をこの後の
STEPで取り扱う検討課題とします。

32

解説
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【例】

STEP３ 発生しうる被害像の把握

検討課題の設定 洪水被災事例
カード

５

課題抽出シート

地域において最も重要な課題

地域における課題

選んだ被災事例カード

洪水③「孤立した保育所」

・子どもを上階に避難させるのに労力
と時間が必要だが平日昼間は地域に
若い人が少ない
・保護者が迎えに来ようとして被災する
・長期浸水によって身動きがとれなく
なる
⇒孤立した場合の脱出手段の確保
⇒孤立時の飲食料の確保

孤立した場合の脱出手段の確保

34

解説

被災事例カードを選び、課題を抽出・設定する流れの例を示しています。

同じように、地域における浸水状況や被害像をもとに、課題抽出シートを埋めな
がら、検討課題を設定しましょう。

コラム２

地域で起きそうな被害について、家族や近所
の人と話してみましょう。また、被害が起きた
時にお互いどのような行動をとるべきなのか考
えてみると、より具体的に課題をイメージでき
ます。
また、自分より高齢な方と話してみると、自

分の知らなかった過去の被災事例を知ることが
できるかもしれません。ぜひ、テンプレートに
書き込み、次回のワークショップで共有しま
しょう。

家族や近所の人と話してみよう



本日のふりかえり
STEP３のポイント

35

洪水避難では洪水予報が避難判断の重要な材料となる

避難は理想どおりにできるとは限らない。様々な障害
が発生する。

地域で起きる災害を考える時は、まずは地域の被災履
歴を調べる。

過去に起こったことのない、または、想定を越える災
害が発生することがある。他の地域の事例から学び、
想定外をできるだけ少なくする。

第２回ワークショップのポイントを確認しましょう。

参加者一人ひとりが今回のワークショップにおける「気づき」を振り
返り、「ワークショップに参加した価値があった！」と思ってもらえ
ると、次回へのワークショップへの参加意欲も高まります。

また、ワークショップをやってみた感想や意見を発表し合い、改善点
は次回のワークショップに活かしましょう。

各回のワークショップの記録はしっかり残しましょう。地域や市町村
の広報誌などで結果を報告することにより、参加者以外の住民に周知
するとともに、参加者の参加意欲を高められるとより望ましいです。

第３回ワークショップはこのポイントの復習から始めましょう。

家族や近所の人と話してみた（コラム2参照）という人がいたら、感想
を発表してもらいましょう。

36

解説



避難手法の
選び直し

次の課題の
検討

STEP６ ふりかえり

STEP１ 趣旨、概要の説明

STEP５ 地域での実践・定着に

向けた問題点と対処方策の検討

STEP４ 課題解消のための避難手法の選定

避難ツール
カード

７取組み事例
カード

６

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

ハザード
マップ

1 避難
特性図

２

STEP3地域における避難の課題の抽出・設定

被災事例
カード

５

被災
要因図

４行動
フロー図

３

STEP４課題解消のための避難手法の選定
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①「取組事例カード」「避難ツール
カード」のなかから、前回設定した
課題の解消に役立つと思われるカー
ドを選ぼう。

②すでに地域で取り組んでいる事例
や導入しているツールがあったら、
テンプレートに書き込もう。

取組事例カード（一部）

避難ツールカード（一部）

解説

避難・脱出・退避のために全国の地域で行なわれている取組をまとめた「取組事
例カード」と、避難・脱出・退避に役立つ施設・設備・道具等が記載された「避
難ツールカード」を配布します。

「取組事例カード」「避難ツールカード」のなかから、前回設定した課題の解消
のために有効であると思われるカードを選びましょう。まずは参加者１人ひとり
で考え、カードを選びましょう。全員選び終わったら「せーの」で一斉に見せ合
い、なぜそれを選んだのか、１人ひとり発表し、意見交換しましょう。

検討地域に適する「取組事例カード」や「避難ツールカード」が不足する場合、
または、新たなアイデアがある場合には、検討地域で取り組み可能な手法につい
て考えてもらい、テンプレートに書き込んでもらいます。

この際、既に検討地域にある資源や人材・組織を活用する視点や、平常時にも使
えるもの・身近にあるものを活用する視点について説明し、その地域ならではの
「取組み事例カード」または「避難ツールカード」となるよう、工夫しましょう。

最適だと思うカードの組み合わせをみんなで考え、１組決めましょう。

38
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洪水【参考】取組事例カード一覧（表面）

40

【参考】避難ツールカード一覧（表面）



STEP４課題解消のための避難手法の選定
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【例】 避難手法検討シート①

選んだ避難手法と理由

地域において最も重要な課題

孤立した場合の脱出手段の確保

• 取組②ボートで避難
浸水深が深いため脱出・救出には必須。

• ツール⑧ライフジャケット
万が一洪水に流された時、またボートから落ちてしまった際
に溺れないようにするため。

• ツール⑨水に浮く椅子
保育所の椅子を入れ替え予定であったため。保護者などの
来所者も使うことが出来る。

• ツール⑫簡易救助器具
工作を楽しんでもらいながら洪水のこと、器具の使い方を学
ぶ機会となる。安価。

課題抽出シート

地域において最も重要な課題

地域における課題

選んだ被災事例カード

洪水③「孤立した保育所」

・子どもを上階に避難させるのに労力
と時間が必要だが平日昼間は地域に
若い人が少ない
・保護者が迎えに来ようとして被災する
・長期浸水によって身動きがとれなく
なる
⇒孤立した場合の脱出手段の確保
⇒孤立時の飲食料の確保

孤立した場合の脱出手段の確保

42

解説

課題の解消のための取組み事例カード、避難ツールカードを選ぶ流れの例を示し
ています。

同じように、避難手法検討シート①を埋めながら、課題解決に役立ちそうな取組
事例カード、避難ツールカードを選びましょう。

※ワークショップにかける時間を十分にとれない場合は、宿題として、
各自で避難手法検討シートを書き込みながら、避難手法を選んできて
もらいましょう。

※ワークショップでは各自の発表から始め、それをもとに避難手法をみ
んなで意見交換をして決めていきましょう。



避難手法の
選び直し

次の課題の
検討

STEP６ ふりかえり

STEP１ 趣旨、概要の説明

STEP５ 地域での実践・定着に

向けた問題点と対処方策の検討

STEP４ 課題解消のための避難手法の選定

避難ツール
カード

７取組み事例
カード

６

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

ハザード
マップ

1 避難
特性図

２

STEP3地域における避難の課題の抽出・設定

被災事例
カード

５

被災
要因図

４行動
フロー図

３
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STEP４ 課題解消のための避難手法の選定
STEP５地域での実践・定着に向けた問題点と

対処方策の検討

①STEP４で選んだ避難手法を地域で
実践・定着させようとした場合に問
題点となる事柄について考えよう。
【視点】
・誰がやるのか
・いつやるのか
・どうやってやるのか
・どこに保存するのか・・・

②必要に応じて、STEP４に戻って
「取組事例カード」「避難ツール
カード」を選び直す。

③現状で最適と思われる「避難ツー
ルカード」「取組み事例カード」の
組み合わせを決定し、残った課題を
整理する。

避難手法検討シート①

選んだ避難手法と理由

地域において最も重要な課題

孤立した場合の脱出手段の確保

• 取組②ボートで避難
浸水深が深いため脱出・救出には必須。

• ツール⑧ライフジャケット
万が一洪水に流された時、またボートから落ちてしまった際
に溺れないようにするため。

• ツール⑨水に浮く椅子
保育所の椅子を入れ替え予定であったため。保護者などの
来所者も使うことが出来る。

• ツール⑫簡易救助器具
工作を楽しんでもらいながら洪水のこと、器具の使い方を学
ぶ機会となる。安価。

STEP４で選ばれた「取組事例カード」「避難ツールカード」を検討地域で実
践・定着させようとした場合、課題となる事柄について考えましょう。

重要な課題があり実践・定着が難しいと判断した場合など、必要に応じて、前
項のSTEP４に戻り、「取組事例カード」「避難ツールカード」を選び直しま
しょう。

STEP４の避難手法の選定と、STEP５の実装の課題の抽出を繰り替えし行い、現
状で最適と思われる「避難ツールカード」「取組み事例カード」の組み合わせ
を決定し、残った課題を整理しましょう。
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解説



STEP５地域での実践・定着に向けた問題点と
対処方策の検討
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【例】

避難手法検討シート①

選んだ避難手法と理由

地域において最も重要な課題

孤立した場合の脱出手段の確保

• 取組②ボートで避難
浸水深が深いため脱出・救出には必須。

• ツール⑧ライフジャケット
万が一洪水に流された時、またボートから落ちてしまった際
に溺れないようにするため。

• ツール⑨水に浮く椅子
保育所の椅子を入れ替え予定であったため。保護者などの
来所者も使うことが出来る。

• ツール⑫簡易救助器具
工作を楽しんでもらいながら洪水のこと、器具の使い方を学
ぶ機会となる。安価。

避難手法検討シート②

問題点と対処方策

選んだ避難手法

取組②ボートで避難

• どのくらいの大きさなのか、どこに保管するか
⇒ゴムボートならば折り畳めば１畳ほどのスペース
に収納可能
⇒公民館３階の倉庫（鍵なし）に保管させてもらえ
るよう交渉が必要

• 簡単に使えるのか
⇒操舵の練習が必要
⇒どこで練習するか
⇒まずは学校のプールで
⇒学校との交渉が必要

• どうやって認知を広めるか
⇒保育所の子どもたちを巻き込んで乗船訓練
⇒保育所との交渉が必要
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解説

STEP５で選んだ避難手法の実践・定着のための検討の流れの例を示しています。

同じように、避難手法検討シート②に書き込みながら、地域で本当に実践・定着
が可能なのか考えてみましょう。



避難手法の
選び直し

次の課題の
検討

STEP６ ふりかえり

STEP１ 趣旨、概要の説明

STEP５ 地域での実践・定着に

向けた問題点と対処方策の検討

STEP４ 課題解消のための避難手法の選定

避難ツール
カード

７取組み事例
カード

６

STEP２ 想定される浸水状況、避難特性の把握

ハザード
マップ
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STEP3地域における避難の課題の抽出・設定

被災事例
カード

５
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フロー図
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STEP６ふりかえり
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まとめましょう。
②ワークショップを行ってみての良
かった点や改善点をまとめましょう。

⇒まだ解消できない課題は次回の
ワークショップで検討
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解説

1. ワークショップを行ってみての感想（良かった点や改善点等）を1人ずつ発表
し、改善案などについて話し合いましょう。感想や話し合いの結果は記録とし
て残し、次回のワークショップに活かしましょう。

2. 専門家や行政職員などを招いてフィールドワークを行った場合は、それぞれの
視点からのコメントをもらえるとよいです。

3. ワークショップ終了後に交流会を行うなど、率直な意見を出し合え、また、楽
しい場となるような工夫も必要です。

4. 選んだ避難手法が実践・定着し、検討課題が解消されたあかつきには、残る課
題の把握・解消のためSTEP３から再度ワークショップを行いましょう。その際
には、前回のフィールドワークのふりかえりをもとに、やり方を改善していく
ことが重要です。

話し合いの視点（例）

• ワークショップのメンバー構成（消防団員や役所職員にも参加してもらって
はどうか？）

• 時間配分（STEP２を2日かけてやってはどうか？）
• ワークショップの内容（タウンウォッチングをSTEPに追加してはどうか？）
• 次回ワークショップに向けた計画（誰が、いつ、どこで、何をやるか？）


